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※コモ市青少年派遣団6名帰国※
　
第
一
回
の
コ
モ
市
青
少
年
派
遣
団

六
名
（
根
津
勝
団
長
、
中
村
い
ず
み
、

真
霜
良
夫
、
宮
沢
清
美
、
小
海
孝
夫
、

木
内
聡
子
）
は
、
去
る
八
月
二
十
三

目
に
成
田
空
港
を
出
発
し
、
八
月
二

十
四
日
～
二
十
九
日
ま
で
の
コ
モ
市

で
の
親
善
交
流
を
無
事
お
え
て
三
十

日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
六
名
は
、
コ
モ
市
側
の
ゆ
き
と
ど

い
た
歓
迎
を
受
け
、
青
少
年
交
流
を

は
じ
め
、
各
種
施
設
の
訪
問
、
行
事

へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
直
接
コ
モ
市

の
自
然
や
文
化
、
そ
し
て
人
に
触
れ

る
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を
積
み
か
さ

ね
な
が
ら
、
両
市
の
よ
り
深
い
友
好

へ
の
架
け
橋
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
定
し
て
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
は
、
コ
モ
市
が
バ
カ
ン
ス
の
期
間

で
あ
っ
た
た
め
、
木
内
さ
ん
を
除
い

て
は
実
現
せ
ず
、
期
間
的
な
問
題
、

言
葉
の
障
害
、
食
事
の
問
題
な
ど
、

来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
コ
モ
市
の
青

少
年
訪
問
以
降
に
多
く
の
課
題
が
出

さ
れ
、
第
一
回
派
遣
の
成
果
は
十
分

あ
が
〆
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

0コモ市役所公式レセプション

　男性はスーツ、女性はきもので出席。

スパリーノ市長は「姉妹都市交流を通じ

て世界平和に寄与を」と話され、私も青

少年交流の意義についてのメッセージを

読みあげた。　　　　　　　　　（根津）
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コモ市での交流内容
8．23　●成田空港より出発

8．24　●コモ市到着

　　　●コモ市役所で公式レセプション

8．25　●テニスクラブで青少年同志の

　　　交流

　　　●コモ湖遊覧

8．26　●国立絹織物専門学校訪問

　　　●コモ市内（商工会議所・劇場

　　　　教会・図書館など）見学

　　　●ラッティ染色工場見学

　　　●カヴル広場で民踊観覧

8．27　●ミラノ市（ドーモ寺院・スカ

　　　　ラ座など）観光

8．28　●スポーツセンター訪問

　　　●晩餐会

8．29　●コモ市出発

8．30　●帰国
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0テニスクラブで青少年交流

繍

　8人のコモ市の青少年と話しあう．イ

タリアでは団体行動の習慣がなく、最初

はとまどい気味。しかし、気持は同じと

感じ、十日町にきたいという人もいた。

　　　　　　　　　　　　（小海）

，瞳蹴駕マ烈騨照　　　　一『w西　　潤■■■■■麟■■■融撚

0コモ湖遊覧

　コモ市側で特別に遊覧船を手配して

くれて、快適にコモ湖を遊覧した。湖

上からみえる別荘、緑の美しさがひと

きわ目に入った。

　私はラウラといっもいっしょで、お

たがい片言の英語、身ぶり手ぶりで話し

をかわした。イタリァ語を勉強しなく

てはと痛感。　　　　　　　　（木内）
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九
月
五
日
に
開
催
さ
れ

た
第
十
二
回
市
民
体
育
大

会
は
、
絶
好
の
天
候
に
恵

ま
れ
、
約
一
万
五
千
人
の

市
民
が
参
加
。
競
技
に
、

応
援
に
“
熱
い
花
”
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
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鐵叢 鱒

榊

錨

　　　　0ミラノ・ドーモ寺

　◎　　院前の広場で
きコ
もモ　　　ミラノはコモから車で

の青　約1時間．イタリア第2
総少
　　　の都市。ドーモ寺院、ス合年
展派　カラ座内部など・格式あ
示遣　る建物を訪問．
館事
（業
塩に
沢寄
お付
召あ
人り

形が
ほと
かう

）ご
　ざ
　い
　ま
　し
　た
　i　O帰国報告会

　　　根津団長から市長に、コモ
　㈱
　小市からのプレゼント「コモ中

　宮央寺院のデッサン」をわたす．

　山1
　　
　ガ

フ
ス
製
置
き
物
二
枚
）
、
T
M
工
芸
（
克
雪
丁
シ
ャ
ツ
十
二
枚
）
、

0国立絹織物専門学校訪問

轡叢 　
騨
　
　
　
糠

みるもの全てが新鮮

　
　
　
　
難
購

0ヴィッラ・オルモで晩餐会

　コモ市最後の夜は、青少年同志がすっかりうち

とけ合って、ディスコを踊ったり、十日町小唄を

披露したりした。街全体が美術館のようだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）

民
踊
祭
り
に
は
ゆ
か
た
で
参
加

、

鱒

灘
灘
蜜
叢
翼
肇

0ラッティ染色工場訪問

　コモ市で最も大きな工場。プリント

技術と色彩のあざやかさはさすがであ

る。作業工程がシステム化機械化され、

大変な水洗もみんな機械でやっていた。

　　　　　　　　　　　　（真霜）

0コモ市立図書館訪問

　図書館には全て皮でできた厚い本が

あった。一方、私がおどろいたのは、

民族衣裳がすっかりすたれていること

で、日本のきものを大切にしていかな

ければと強く感じた。　　　（宮沢）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応援の部一一順位　　　　　　　　．．

　　　▲下条地区……環境整美軍団

蟻克雪”“ゴミ”などテーマをもった応援！

▲十日町西地区…一克雪婦人部隊

優　勝 六　　　　箇

2　位 吉　　　　．田

3　位 十日町南・十日町北

▲オラの地区の大根
　　　ぼかには負けネエぞ！

▲“明るい六箇、未来にGO！！“
▼十日町の蟻宝塚．ここにあり一一

鱗騨
鶏喚轍、

　　畷

一羅講

纏、曝縣『』．
　　　　難重　一
　　　　．、縛

　　　　　　．驚、

概

★
“
華
や
か
に
…
応
援
合
戦
”

π



④とお』がaβ‘雪昭和57年9月10日

一
笛
嬉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　　　　　　　　　　　　　　抜　　　　　　　　　　　巻　　　　　　　璽　　　禁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　征　　　　　　　　　　　　　　　　　簗　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　暴　　　　9
紺照マ

　
ガ
ン
の
最
大
の
問
題
は
、
四
十
代
か
ら
六
十
代
に
か
け
て
の
も
っ
と
も

働
き
盛
り
の
人
を
突
如
と
し
て
襲
っ
て
く
る
こ
と
で
す
．
そ
し
て
、
そ

の
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
が
脳
卒
中
を
抜
き
、
死
亡
率
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
制
ガ
ン
剤
や
そ
の
他
の
治
療
法
も
発

達
し
「
い
っ
た
ん
ガ
ン
に
か
か
っ
た
ら
最
後
」
と
い
う
時
代
は
去
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
進
ん
だ
ガ
ン
は
手
の
施
し
よ
う
が
な
く

き
め
手
は
、
早
期
発
見
早
期
治
療
が
あ
る
の
み
で
す
。

　
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
は
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
。
も
う
一
度
、
恐
ろ
し

い
ガ
ン
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
女
と
も
ト
ッ

　
胃
ガ
ン
は
、
胃
の
内
側
の
粘
膜
に

で
き
る
こ
と
が
多
く
、
粘
膜
の
中
だ

け
か
粘
膜
下
程
度
の
も
の
を
早
期
ガ

ン
と
い
い
、
こ
の
状
態
で
み
つ
け
る

と
百
欝
近
く
治
り
ま
す
。

　
筋
層
や
し
ょ
う
膜
を
つ
き
破
っ
て

肝
ぞ
う
や
そ
の
他
の
内
臓
に
転
移
し

た
も
の
を
進
行
ガ
ン
と
い
い
手
遅
れ

に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

早
期
発
見
率
が
高
い

　
　
　
　
　
胃
の
集
団
検
診

　
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
山
田
放
射

　
一

（胃検診を受けた人）

　　　　　　　　一56年度

要精検者
　270人
16．04％

受診者
1，683人

異状なし
1，413人
83．96％

プ
は
胃
ガ
ン

線
診
断
部
長
の
話
に
よ
る
と
、
胃
集

団
検
診
で
発
見
さ
れ
る
胃
ガ
ン
は
、

小
さ
く
て
し
か
も
早
期
の
ガ
ン
が
多

く
、
進
行
ガ
ン
で
も
転
移
の
な
い
も

の
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
．
ま

た
、
病
院
外
来
で
発
見
さ
れ
た
胃
ガ

ン
よ
り
も
五
年
生
存
率
が
高
く
、
厚

生
省
で
ば
「
胃
集
団
検
診
を
受
け
る

こ
と
は
、
胃
ガ
ン
で
死
な
な
い
た
め

の
最
良
の
方
法
。
特
に
何
年
も
受
け

て
い
な
い
人
は
進
ん
で
受
け
よ
う
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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（精密検査結果）
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⑳

その他
40人
16．06％
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　ガンの危険信号9力条
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が
ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え
ま
す
。
と
く
に
、
胃
子
宮
、

乳
房
、
肺
な
ど
年
一
回
検
診
を
受
け
て
、
安
心
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
専
門
医
に
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

胃
…
、
・
胃
の
具
合
が
わ
る
く
、

り
し
な
い
か

子
宮
・

乳
…
食
道
…

大
腸
、

肺
…
喉
頭
－

舌
、
腎
臓
、

食
欲
が
な
く
、
好
み
が
変
っ
た

‘
→く

へ
》
ミ

…
－
お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
は
な
い
か

－
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
は
な
い
か

　
…
の
み
こ
む
と
き
に
、
つ
か
え
る
こ
と
は
な
い
か

　
直
腸
…
…
便
に
、
血
や
粘
液
が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
咳
が
続
い
た
り
、
療
に
血
が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か

…
声
が
か
す
れ
た
り
し
な
い
か

　
膀
胱
、
前
立
腺
…
…
尿
の
出
が
悪
か
っ
た
り
血
が
ま
じ

皮
膚
…
治
り
に
く
い
潰
よ
う
は
な
い
か

っ
た
り
し
な
い
か

／

　
　
　
溶

お
、
汐

⇔
や
鰺

Q
σ

　
6

レoρ

易

納
§
§
§
§
§
§
§
§
暑
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
飾

増
え
つ
づ
け
る
肺
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
戦
後
の
二
十
倍
に
ー

　
大
気
の
汚
染
、
粉
じ
ん
や
有
毒
ガ

ス
の
多
い
環
境
、
タ
バ
コ
の
吸
い
す

ぎ
な
ど
の
要
素
が
重
な
り
あ
う
と
肺

ガ
ン
の
発
生
の
危
険
が
高
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

％9人3．62

ガン2人0．80％

タ
バ
コ
も
肺
ガ
ン
の
原
因
に

罐
、
鱒
鱗

精検者
249人

1

異状なし

157人
63．05％

　
厚
生
省
ガ
ン
研
究
班
の
調
査
に
よ

る
と
、
一
日
五
十
本
以
上
の
タ
バ
コ

を
す
う
人
は
、
す
わ
な
い
人
の
十
倍

市内部位別ガン死亡割合

①胃ガン32件（39．0％）
②肝臓ガン　10件（12．2％）

②腸ガン10件（12．2％）

④肺ガン　9件（11．0％）

⑤その他21件（25．6％）

b
軌

、
く

＼　、

耽伽吻幽㈱㈱qり㈱㈱㊥⑳㊥⑳㊥㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㊥㈱巾巾㈱

以
上
の
危
険
性
が
あ
り
、
一
日
五
本

で
も
す
わ
な
い
人
の
二
倍
の
危
険
性

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

肺
ガ
ン
の
早
期
発
見

　
H
、
一
年
に
一
回
レ
ン
ト
ゲ
ン
間

接
撮
影
を
受
け
る
。

　
口
、
セ
キ
、
タ
ン
、
胸
痛
が
一
カ

月
以
上
続
く
時
は
診
察
を
受
け
る
。

．
写
．

τ
薄
，

尽
／も’

Oo

．
び
！
　
ず
く

　
　
　
唐
f

‘
『
　
　
　
・
り
零

’
　
　
　
．
♂
卜
・

ヤ
・

薪

，
執

レ
O
．

黒
、

蝋

1〆
”
‘
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み
つ
け
や
す
く

　
　
　
　
治
し
や
す
い
子
宮
ガ
ン

　
日
本
の
女
性
の
子
宮
ガ
ン
は
、
子

宮
の
入
口
に
近
い
部
分
の
ガ
ン
（
頸

部
ガ
ン
）
が
九
十
簿
で
、
早
期
発
見

し
や
す
く
、
治
し
や
す
い
ガ
ン
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

子
宮
ガ
ン
検
診
結
果
　
　
　
87
編
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
　
5

　
　
　
　
駄
％
動
　
鴻
人
謝

　
　
％
鯉
箆
慧
㎜
脳
愚
お
耀

腫
鵠
　
　
　
　
　
　
　
ガ

筋
2
6
n
　
　
者
駄

　
　
　
　
　
　
診
91

　
　
　
　
　
　
受
1
，

　
　
　
　
　
し
人
％

　
　
　
　
　
な
02
5
8

　
　
　
　
　
常
」
λ

　
　
　
　
　
異
1
5

　
頸
部
ガ
ン
の
症
状
と
し
て
性
器
出

血
、
月
経
異
常
、
お
り
も
の
の
異
常

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
自
覚
症

状
が
あ
っ
て
治
療
を
う
け
た
人
の
治

ゆ
率
が
七
十
一
・
六
習
に
対
し
、
症

状
が
全
く
な
い
う
ち
に
集
団
検
診
で

発
見
さ
れ
て
治
療
を
受
け
た
人
で
は

九
十
八
・
六
督
の
高
い
治
ゆ
率
に
な

っ
て
い
ま
す
。

子
宮
ガ
ン
の
症
状

　
●
メ
ン
ス
以
外
の
出
血

　
夫
婦
関
係
の
と
き
の
出
血
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
大
小
便
の
際
の
出
血

や
な
ん
で
も
な
い
と
き
で
も
出
血
し

ま
す
。

　
●
出
血
以
外
の
お
り
も
の

　
出
血
が
わ
ず
か
の
場
合
は
、
黄
色
、

褐
色
、
白
色
、
ま
た
は
水
の
よ
う
な

お
り
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
●
メ
ン
ス
の
異
常

　
ふ
つ
う
に
く
ら
べ
て
量
が
多
く
な

っ
た
と
か
、
長
び
く
、
不
規
則
に
な

っ
て
終
っ
た
ら
ま
た
始
ま
る
と
い
う

場
合
。

　
●
下
腹
部
の
不
快
感
、
痛
み

　
出
血
や
お
り
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な

く
て
も
、
下
腹
が
な
ん
と
な
く
重
苦

し
い
と
か
、
鈍
い
痛
み
が
あ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

自
分
で
発
見
で
き
る
乳
ガ
ン

↑
，
O
◆
φ
O
◆
を
O
◆
？
．
◆
？
O
◎
φ
O
◆
？
●
O
？
O
◆
？
O
◆
φ
O
◆
φ
O
O
φ
O
O
？
O
O
φ
O
Φ
φ
O
O
φ
O
◆
ウ
3
φ
0
6
■
φ
O
◆
ウ
◆
◆
ウ
O
O
◆
●
◆
◆
○
・
る
○
○
φ
◆
◆
φ
O
◆
を
9
0
φ
O
．
？
O
◆
φ
O
Φ
φ
O
O
φ
○
◆
ウ
O
◆
φ
O
・
る
O
Φ
φ
0
6
る
O
◆
φ
O
Φ
φ
O
O
φ
0
6
手
O
◆
φ
0
6
手
◆
○
φ
○
○
φ
O
◆
φ
0
6

・○・・○◆つ・・●■・・○・・○■・◆

子
宮
ガ
ン
を
克
服
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
・

◆
　
私
が
子
宮
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
た
の

”
が
今
か
ら
十
一
年
前
、
五
十
五
歳
の

幹鱒
夏
で
し
た
．

ゆ

鱒
　
一
年
ほ
ど
前
か
ら
普
段
と
違
っ
て

◆◆

軸
お
り
も
の
の
量
が
多
く
な
り
、
一
日

ゆ

㎜
に
二
回
も
三
回
も
下
着
を
か
え
な
け

ゆ
輔
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

か
一
　
自
分
で
も
ガ
ン
か
な
、
更
年
期
障

の

軸
害
か
な
と
思
い
、
更
年
期
障
害
に
し

軸鱒
て
は
一
寸
お
そ
い
な
と
思
い
な
が
ら
、

ゆ

鱒
毎
日
の
生
活
に
お
わ
れ
、
仕
事
を
休

嚇．◎

む
こ
と
も
出
来
ず
、
ず
る
ず
る
と
日

ゆ・。

を
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

←

　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
K
さ
ん

　
そ
の
う
ち
に
、
お
り
も
の
に
色
が

つ
い
た
り
、
血
が
ま
じ
っ
た
り
、
下

腹
に
な
ん
と
も
言
え
な
い
痛
み
が
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
市
の
子
宮
ガ

ン
検
診
が
あ
り
、
今
回
こ
そ
は
検
診

し
て
も
ら
お
う
と
仕
事
を
休
ん
で
受

け
て
み
ま
し
た
。

　
数
日
し
て
、
市
の
保
健
婦
さ
ん
が

み
え
ら
れ
、
も
う
一
度
な
る
べ
く
早

く
精
密
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
や
っ
ぱ
り
ガ

ン
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不

　
肺
ガ
ン
と
と
も
に
乳
ガ
ン
は
増
え

る
一
方
で
、
二
十
年
後
は
乳
ガ
ン
が

女
性
の
ガ
ン
死
亡
の
ト
ッ
プ
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

乳
ガ
ン
は
初
期
に
自
分
で
発
見
で
き

る
ガ
ン
の
一
つ
で
す
。

自
分
の
乳
房
に

　
　
　
さ
わ
っ
て
み
よ
う

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
保
健
婦
さ

ん
も
大
変
気
を
使
っ
て
く
れ
て
、
日

赤
ま
で
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
診
察
の
結
果
は
、
や
っ
ぱ
り
子
宮

ガ
ン
で
し
た
。
今
す
ぐ
入
院
し
な
さ

い
と
言
わ
れ
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
家
に
は
七
十
八
歳
の
年
寄
り
と

病
気
で
ね
た
き
り
の
夫
と
、
高
校
一

年
を
頭
に
四
人
の
子
供
が
い
る
の
に
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
途
方
に
く
れ
ま

し
た
が
、
今
こ
こ
で
私
が
く
よ
く
よ

し
て
い
た
の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
る
。
人
間
の
一
生
は
き
ま
っ
て

い
る
し
、
も
し
手
術
し
て
駄
目
で
も

仕
方
が
な
い
と
覚
悟
を
き
め
、
手
術

を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
私
が
手
術
を
す
る
頃
は
、
病
気
も

伽
3
ウ
3
？
3
？
3
？
3
◎
；
，
9
◆
全
3
ウ
蓼
ウ
3
？
；
，
3
曹
茎
？
o
O
？
3
？
；
？
3
ウ
，
◆
ウ
；
ウ
蓼
？
；
幸
3
曹
3
？
3
？
o
◆
？
3
曹
；
？
；
曹
3
，
；
全
；
？
o
O
ウ
3
ウ
蓼
を
；
ウ
；
？
；
？
3
ウ
o
O
？
｝
9
3
ウ
3
？
3
ウ
；
ウ
客
ウ
0
2

　
の
、
生
理
の
終
っ
た
あ
と
が
良
い

で
す
。
閉
経
後
の
人
は
毎
月
、
日
を
決

め
て
さ
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
口
、
し
こ
り
を
さ
が
す
時
は
、
指

の
腹
で
て
い
ね
い
に
な
で
る
よ
う
に
、

ま
た
は
、
軽
く
も
む
よ
う
に
し
ま
し

よ
一
つ
。

　
日
、
し
こ
り
を
み
つ
け
た
ら
一
日

も
早
く
診
察
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

大
部
進
ん
で
い
た
の
で
、
お
医
者
さ
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ん
も
大
変
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

手
術
後
の
回
復
は
早
く
、
皆
ん
な
が
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

驚
く
ほ
ど
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
今
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
病
気
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
よ
く
な
る
も
悪
く
な
る
も
、
そ
の
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

人
の
気
持
ち
の
も
ち
か
た
に
あ
る
と
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
み
じ
み
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
◆

医
者
さ
ん
の
力
、
薬
の
力
も
大
き
い
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
し
ょ
う
が
、
少
し
の
こ
と
を
く
よ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

く
よ
考
え
ず
、
毎
日
を
感
謝
の
気
持
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ち
を
忘
れ
ず
に
来
た
事
が
、
病
気
に
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

勝
て
た
大
き
な
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
最
後
に
、
病
気
を
み
つ
け
て
く
れ
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

親
身
に
な
っ
て
心
配
し
て
い
た
だ
い
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

た
先
生
を
は
じ
め
大
勢
の
人
達
の
温
◎
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
い
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
法

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凋

　
　
グ

〃
　
　
7
1

ノ

彫

●　，監 ●

奮
鏡
の
前
に
立
っ
て

①
明
る
い
と
こ
ろ
で
鏡
に
向
か
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
左
右
の
乳
房
は
同
じ
形
で
す
か
。

乳
頭
の
向
き
は
同
じ
で
す
か
？

●
く
ぼ
み
や
ひ
き
つ
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

●
貌
頭
は
へ
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
、

●
乳
頭
に
湿
疹
、
た
だ
れ
は
あ
り
ま

建
ん
か
。

　
※
昔
か
ら
乳
房
の
形
が
違
う
と
か
、

乳
頭
が
へ
こ
ん
で
い
る
人
は
心
配
あ

り
護
せ
ん
。

②
少
し
莇
か
が
み
に
な
っ
て
、
乳
薦

が
垂
れ
る
よ
う
な
姿
で
同
じ
こ
と
を
、

確
か
め
ま
す
。

③
次
は
爾
手
を
上
に
上
げ
七
、
同
様

の
こ
と
を
み
て
み
ま
す
。

④

④
左
右
の
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
腺
を

調
べ
で
み
ま
す
。
グ
リ
グ
リ
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

⑤
乳
頭
を
し
ぼ
っ
て
み
ま
す
。
褐
色
、

の
分
泌
物
は
出
て
き
ま
せ
ん
か
。

丁「
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福祉
1瀬

憩、、，駐る

繋鹸鞍翼溜“一・い㌦・…一一￥い

』
、
＼
＼
・
、

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び
人
口

の
高
齢
化
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
方
が
八
千
二
百
六
十
五
人
、
七
十
歳
以
上

の
お
と
し
よ
り
は
三
千
九
百
九
十
三
人
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
行
っ
て
い
る
市
の
老
人
対
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
敬
磁
携
奎

　
九
月
十
五
日
現
在
で
満
八
十
歳
か

ら
八
十
九
歳
ま
で
の
方
に
は
四
千
円
、

九
十
歳
以
上
の
方
に
は
五
千
円
の
敬

老
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

－
生
議
鑓
撚
懸
鑛
讐
業

　
老
人
が
生
産
活
動
や
創
造
的
活
動

教
養
を
高
め
る
活
動
を
通
し
て
社
会

と
関
わ
り
、
生
き
が
い
を
高
め
よ
う

　
＼
甜

　
　
現

　
上
日

　
以
1

　
歳
月

　
9
0
9

　
〆
k

寸イ番者寿長

と
い
う
事
業
で
す
。

　
各
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る

老
人
講
座
等
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

老
人
い
簸
撚
麹
家

　
　
老
耀
擦
纒
難
灘
タ
ー

　
老
人
が
健
康
の
増
進
、
教
養
の
向

上
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
の
た
め

に
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施

設
と
し
て
、
老
人
い
こ
い
の
家
「
四

ツ
宮
荘
」
　
（
本
町
六
の
一
、
盈
七
i

五
七
〇
八
番
）
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
羽
根
川
荘
」
（
田
麦
盈
二
－
五
四

三
四
番
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
利
用
に
つ
い
て
は
直
接
施
設
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
老
撫
纏
繕
診
査

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
を
目
的
に

年
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
た

だ
い
ま
実
施
中
で
す
。
一
般
診
査
の

診
査
料
は
無
料
で
す
。

ね
た
諜
馨
懸
灘
雛
蒐
舞
金

　
六
十
五
歳
以
上
で
、
在
宅
で
一
年

以
上
ね
だ
き
り
の
人
に
、
年
間
三
万

六
千
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
国
欝
灘
灘
魏
鍵
欝
与

　
長
期
間
に
わ
た
っ
て
ね
た
き
り
の

人
に
、
特
殊
ベ
ッ
ド
、
床
ず
れ
予
防

マ
ッ
ト
、
携
帯
浴
槽
の
貸
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

養
護
籍
籔
鐵
ー
紘

特
別
養
護
懇
鐵
毒
ー
ム

　
心
身
の
状
態
か
ら
ひ
と
り
で
生
活

で
き
ず
、
か
つ
世
話
を
し
て
ぐ
れ
る

家
族
等
が
い
な
い
老
人
を
お
世
話
す

る
の
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　
ま
た
心
身
に
障
害
が
あ
っ
て
常
時

介
護
を
要
し
、
そ
れ
が
家
庭
で
で
き

な
い
老
人
を
対
象
に
し
て
い
る
の
が

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
近
く

に
は
津
南
町
に
恵
福
園
が
あ
り
ま
す
．

東 西
藤田　　タケ（新　　　保〉100歳 横綱 関口　富作（貝　ノ　川♪99歳

市村竹三郎（伊　達　3）99歳 大関 吉沢　　トメ（北鐙坂2）98歳

羽鳥　民蔵（田中町本通り）98歳 関脇 岡田　ツガ（中条中町〉98歳

玉田　徳治（四目町3）97歳小結 田村　キミ（漉　　　野）96歳
水落　シノ（二　　　子）96歳 前1 樋口　要蔵（高田町2）95歳
徳永吉太郎（内　　　後）95歳 〃2 井川由太郎（下条本町）95歳
小川　　フジ（四日町2）94歳 〃3 山田　サダ（水　　　口）94歳

川田　シゲ（寿　町　1〉94歳 〃4 大島　サダ（西　寺　町）94歳 ノ

市村　　トヨ（伊　達　4）94歳 〃5 水落　キク（　原　　）94歳
宮内　　ヨシ（北　　　原）93歳 〃6 根津　　ミヤ（田中町本通り）93歳

宮沢　キヤ（梅　　　沢）93歳 〃7 佐藤　　トク（新　光　寺）93歳
春川　　スイ（四日町新田1）93歳 〃8 小林　ハナ（津　　　池）93歳

吉沢　ヤス（北鐙坂3）93歳 〃9 平野　政直（高　山　3）93歳
金子　マス（袋　町　東）93歳 〃10 水落　ムメ（中条菅沼）93歳
小泉義三郎（市　ノ　沢）92歳 〃11 池田　イソ（学校町1）92歳
曾根　カノ（田川町3）92歳 〃12 関ロ　ヨキ（千　歳　町）92歳
高野帰太郎（北新田1）92歳 〃13 村山　ノブ（伊　達　4）92歳
福原　たま（宮　下　西）92歳 〃14 庭野五三郎（　　島　　）92歳

星名　フミ（中条中町）92歳 〃15 高野　モト（水　沢　1）92歳
田村　　トウ（中条下町）92歳 〃16 樋口　寅松（中条上町）92歳

丸山　茂雄（春日町2）92歳 〃17 佐野　カツ（関口樋口町）92歳
村山　イセ（伊　達　2）92歳 〃18 池田勇太郎（猿　　　倉〉92歳

村山丑太郎（野　　　中）92歳 〃19 近藤　　タヅ（本　町　3）91歳・

阿部　カネ（五軒新田）91歳 〃20 斎藤　　きく（土　市　5）91歳
阿部伊勢松（新　座　1）91歳 〃21 高橋　ユ子（中　条　島〉91歳

上村　輿作（南　　　雲）91歳 〃23 水落　初治（上新田1）91歳
村山　カヨ（宕　　　野）91歳 〃24 樋口　萬平（下条栄町）91歳
春日　与作（樽　　　沢）91歳 〃25 大渕　ナツ（上新田2）91歳
水落　　ミヤ（二　　　子）91歳 〃26 太田春之薫（本　町　7）91歳

大島伊三郎（太　子　堂）91歳 〃
， 27 関ロ　トシ（昭和町4）91歳

数藤　ユメ（小　泉　3）91歳 〃28 山田　ソメ（二　　　子）91歳

五十嵐久松（北　　　原）91歳 〃29 津畑　ギン（上　　　原）91歳

樋熊福太郎（新　座　2）90歳 〃30 高橋　峯平（本　町　1）90歳

宮沢　ハル（伊　達　2）90歳 〃31 上村　鹿蔵（土　市　1〉90歳

保坂　　クニ（細　　　尾〉90歳 〃32 和田　ナミ（　峠　　〉90歳
庭野　登明（上　川　町）90歳 〃33 庭野，クラ（江　　　道）90歳

水落伊三郎（中条菅沼）90歳 〃34 近藤六之助（　原　　）90歳
橋本　モト（新　　　水〉90歳 〃35 寺崎　キヨ（稲　　　葉）90歳

池田　タツ（春日町2〉90歳 〃36 玉村　　トク（川治中町）90歳
小宮山ハナ（高田、町2）90歳 〃37 宮沢　三子（小　黒　沢〉90歳

小林　イシ（水　　　口〉90歳 〃38 佐藤　　ゲン（新　光　寺）90歳

阿部　栄作（川　原　町）90歳 〃39 樋ロ　　トシ（背　　　戸）90歳

小宮山藤吉（高田町2）90歳 〃40 長谷川新蔵（新　座　3）90歳
柳　　　トメ（麻　　　畑）90歳 〃41 黒部竹次郎（四日町3）90歳
徳永　マサ（妻　有　荘）90歳 〃42

市内の高齢者人ロの推移（4月1日現在）

年度 総人口 60歳以上 うち70歳以上

実数i％ 実数i　％
50 50，322 7，075i14．1

　　　i
3，004i　6．0

52 50，323
　　　…
7，383i14．7 3，2481　6．5

54 50，013
　　　i
7，74g　i15．5
　　　‡

3，555i7・1

56 49，860 8，067i16・2 3，826i　7．7

57 49，494
　　　18．265116・7

　　　…
3，993i　8．1
　　　：

　
た
だ
県
内
の
こ
れ
ら
の
施
設
は
す

で
に
定
員
い
っ
ぱ
い
で
、
申
込
後
も

入
所
ま
で
待
機
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

　
老
人
家
灘
捧
仕
員

老
芯
檬
灘
穣
談
員

　
老
人
だ
け
の
世
帯
や
ひ
と
り
暮
し

の
老
人
の
世
帯
な
ど
に
週
二
回
く
ら

い
出
向
き
、
食
事
の
世
話
、
掃
除
、

身
の
ま
わ
り
の
世
話
、
買
物
な
ど
を

す
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。

　
老
人
の
日
常
生
活
の
悩
み
に
つ
い

て
相
談
に
の
っ
た
り
、
健
康
保
持
な

ど
の
指
導
を
す
る
老
人
福
祉
相
談
員

も
い
ま
す
。

　
市
の
老
人
福
祉
事
業
に
つ
い
て
の

相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
B
七
－
三
一

二
番
内
線
二
一
六
）
へ
お
願
い
し

ま
す
。
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〈9月1日・吉田地区〉

　
　
　
　
　
移
動
市
民
と
語
る
日
の
九
月
は
吉
田
地
区
で
行
わ
れ
、
　
「
道
路

兼
誉
韓
、
墾
町
業
」
「
学
校
改
築
、
「
克
雪

殿
㌘
－
多
の
主
な
－
の
鴛
纂
れ
欄
題
が
出
さ

藤
「
青
少
勇
つ
い
て
」
尾
身
静
栄
さ
ん
（
高
島
二
）

膿
青
少
年
の
非
行
問
題
は
若
－
を
発
散
す
る
場
所
が
な
い
か
ら
生

　
　
　
・
　
じ
る
も
の
。
若
い
人
た
ち
が
あ
る
い
は
家
族
ず
れ
で
エ
ネ
ル
ギ
i

　
　
　
組
を
消
化
す
る
健
康
な
施
設
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
・

　
　
　
市
民
プ
ー
ル
充
実
や
温
水
プ
ー
ル
な
ど
の
意
見
も
多
い
が

市
で
は
来
年
度
に
総
合
体
育
館
を
建
設
し
、
家
族
ず
れ
は
勿
論
、

老
若
男
女
問
わ
ず
皆
ん
な
が
楽
し
め
る
施
設
整
備
に
配
慮
し
ま
す
．

「
克
雪
へ
の
ア
イ
デ
ァ
」
　
太
田
玄
さ
ん
（
北
鐙
坂
）

　
現
在
克
雪
へ
の
ア
イ
デ
ア
等
多
く
出
て
い
る
状
況
が
あ
る
が
、

市
と
し
て
そ
れ
ら
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
市
民
の
ア
イ
デ
ア
、
努
力
、
発
想
を
生
か
す
こ
と
が
住
民
参

加
の
市
政
で
あ
り
、
市
は
全
国
に
卒
先
し
て
、
そ
れ
ら
を
実
用
化

す
る
こ
と
や
市
民
自
身
が
興
味
を
も
つ
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
現
在
検
討
中
だ
が
早
期
に
考
え
方
を
ま
と
め
た
い
。

口
目
口
目
口
冒
目
日
昌
目
目
日
目
口
冒
昌
口
目
口
甘
口
”
目
口
口
H
o
口
目
昌
口
冒
口
甘
口
目
口
甘

や
っ
て
い
ま
す

“
わ
け
れ
ば
資
源
・
ま
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
”

　
空
カ
ン
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
普
通

の
ゴ
ミ
と
一
緒
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
と
た
だ
の
ゴ
ミ
で
す
が
、
わ
け

れ
ば
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。

　
関
口
樋
口
町
の
有
志
の
皆
さ
ん
は

こ
の
“
わ
け
れ
ば
資
源
ま
ぜ
れ
ば
ゴ

ミ
”
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
町
内
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け

集
ま
る
の
だ
か
ら
、
市
全
体
で
は
相

当
の
量
に
な
る
は
ず
で
す
よ
。
毎
週

月
曜
に
業
者
に
と
り
に
き
て
も
ら
っ

て
、
代
金
が
一
万
円
に
な
っ
た
ら
寄

付
を
し
ま
す
。
市
民
と
し
て
、
市
に

陳
情
す
る
だ
け
で
な
く
自
分
達
で
で

き
る
こ
と
は
や
ら
な
い
と
」
と
関
係

者
は
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ち
い
さ

な
実
践
が
大
き
な
輪
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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諜
難
辮

　
十
月
一
日
か
ら
外
国
人
登
録
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

一
、
三
年
ご
と
の
確
認
申
請
（
登
録

証
書
の
切
替
申
請
）

　
の
、
十
六
歳
未
満
の
人
は
、
確
認

（
切
替
）
の
申
請
を
す
る
必
要
は
な

く
な
り
ま
す
が
、
十
六
歳
に
達
す
る

と
そ
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
生
し

た
時
に
新
規
登
録
を
す
る
の
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

　
口
、
た
だ
し
、
十
六
歳
未
満
の
人

で
も
、
す
で
に
甲
様
式
（
大
人
用
、

手
帳
型
）
の
登
録
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
次
の
日
と
同

様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
日
、
十
六
歳
以
上
の
人
は
、
確
認

（
切
替
）
の
申
請
は
五
年
ご
と
に
な

り
ま
す
。
今
お
持
ち
の
外
国
人
登
録

証
明
書
の
十
一
頁
に
記
載
さ
れ
て
い

纂線

聡
舞
燥
㌧
．
，
，
，
灘
辮
湘
辮

⑳
　
　
　
　
　
モ
デ
ル

㊥㈱
　
「
緑
の
き
れ
い
な
街
で
す
ね
・
赤

第qりい

愈
の
屋
根
が
と
っ
て
も
映
え
て
心

㈱
を
禰
ま
せ
て
く
れ
ま
す
」

置
書
霧
印
象
を
語
ぞ
義
た

㏄
、
㈱⑳㈱㊥吻㈱、㈱⑳㈱⑳⑳幽qゆ

八
木
利
美
さ
ん
に

の
は
、
十
月
に
発
行
さ
れ
る
「
市
勢

要
覧
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
の
モ
デ
ル

と
し
て
来
市
し
た
八
木
利
美
さ
ん
。

ー
モ
ヂ
ル
を
始
め
た
の
は

る
年
月
日
か
ら
さ
ら
に
二
年
を
経
過

す
る
日
前
三
十
日
以
内
に
確
認
（
切

替
）
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
三
十
日

に
確
認
申
請
期
限
を
経
過
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
申
請
を
行
う
ま
で
、

前
記
H
の
確
認
申
請
不
要
措
置
や
日

の
二
年
延
長
措
置
の
適
用
は
受
け
ま

せ
ん
。

　
二
、
登
録
証
明
書
の
携
帯
、
本
人

出
頭
申
請
、
写
真
提
出
及
び
指
紋
押

な
つ
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
登
録
証
明
書
の
携
帯
、

本
人
出
頭
申
請
、
写
真
提
出
な
ど
を

必
要
と
す
る
年
齢
は
十
四
歳
以
上
で

し
た
が
、
今
後
は
十
六
歳
以
上
に
な

り
ま
す
。

コシヒカリの緑が
目に痛い

お
年
寄
り
と
税
金

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
は
、
税
金

面
で
も
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
．

　
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
所
得

金
額
が
一
千
万
円
以
下
の
人
は
、
所

得
税
を
計
算
す
る
と
き
次
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
H
老
年
者
控
除
　
所
得
控
除
の
一

つ
と
し
て
、
二
十
三
万
円
を
所
得
金

額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
口
老
年
者
年
金
特
別
控
除
　
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

や
恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
七
十
八
万

円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同

し
て
い
た
け
ど
、
自
分
の
時
間
が
作
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
な
く
て
。
今
は
モ
デ
ル
専
業
で
す
論

ー
昼
食
時
、
ご
飯
を
お
か
ず
に
ご
㈱

飯
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

「
新
潟
の
お
米
は
本
当
に
お
い
し
か
㈱

っ
た
。
お
か
ず
な
ん
か
い
り
ま
せ
ん
詣

ー
撮
影
の
た
め
・
約
早
箇
所
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

翅
っ
た
わ
け
で
す
が
、
｝
番
印
象
に
㈱

残
っ
た
の
は
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

「
信
濃
川
で
遊
ん
だ
こ
と
か
な
．
激

は
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
だ
か
ら
、
⑳

故
郷
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
．
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

に
奮
ま
し
た
」
　
　
　
㈱

第
二
の
故
郷
に
出
逢
え
た
八
木
さ
ん
、
⑳

お
土
産
は
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
ん
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

居
し
扶
養
し
て
い
る
納
税
者
は
、
通

常
の
老
人
扶
養
控
除
三
十
五
万
円
に

五
万
円
を
加
え
た
四
十
万
円
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
へ
。

ミ
’
§
’
§
’
§
一
奪
f
§
’
§
r
§
ド
§
’
§
ド
ミ
・
§
f
§
’
§
’
§
・
ミ
・
き
遜
、
・
§
’
馨
’
§
『
奪
’
§
r
奪
’
ミ
ヌ
奪

き
の
こ
講
習
会
開
催

寒
r
§
’
§
’
§
’
§
’
奪
ρ
§
「
§
’
肇
’
奪
’
奪
f
§
’
ミ
『
§
『
§
r
ミ
’
馨
「
奪
’
ミ
f
華
’
嚢
「
奪
’
嚢
■
馨
r
婁
・

　
十
日
町
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
左

記
の
日
程
で
き
の
こ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
気

軽
に
．
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

会
場

内
容

九
月
二
十
四
日
（
金
）
午
前

十
時
か
ら

七
ツ
釜
キ
ャ
ン
プ
場
（
中
里

村
）一

、
き
の
こ
鑑
別
、
二
、
採

取
き
の
こ
の
試
食
。

一丁
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《9灘融継鮒．、
諏誌羅鱗鷺鞭轍騰灘醗驚・鞭
　　　　　　　　終鐡

交

ゆ
≡

鵡．

蟹 車輔交通止
匠

、通
賑訪町

甲

篇 唇
臨・

全面交通止 規

灘麟蜂醜騰梁羅勲幾灘・
纏⑧灘婁驚o簾麟鱒鐡騒嚢難総

制
葺

全面癒

総斧犯 →

夫返

城倉
翻

国
民
講
欝
爆
険
・
料
灘
国
座
振
替
制
，
度
惹
騨

　
国
民
年
金
の
年
金
額
は
毎
年
改
善

さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
被
保
険
者
が
負
担
す
る
保

険
料
も
相
当
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
が
重

な
っ
て
、
そ
れ
が
長
期
に
な
り
ま
す

と
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い

ま
す
と
、
交
通
事
故
な
ど
で
障
害
者

と
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
不

幸
に
し
て
ご
主
人
を
亡
く
し
た
と
き

の
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
あ

な
た
の
大
事
な
年
金
で
す
．
年
金
権

を
失
わ
な
い
た
め
に
保
険
料
は
、
決

め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と
掛

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
金
係
で
は
、
納
め
忘
れ
や
、
年

金
委
員
さ
ん
の
手
数
を
頬
ら
わ
す
こ

と
の
な
い
た
め
に
、
銀
行
や
農
協
等

の
口
座
か
ら
毎
月
、
直
接
引
き
お
と

し
が
出
来
る
「
口
座
振
替
納
入
制
度
」

を
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑

年
金
記
号
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
又
は
保
険
料
領
収
書
）
を
振

替
希
望
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除

く
）
に
持
参
す
れ
ば
出
来
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
不
明
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
所
内
年
金
係

（
盈
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二
一
八
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
に
、
ま
た
調
査
票
配
布
の
た
め
九

就
㊥
熱
闘
翫
鯉
憩
繭

れ
璽
鼎
力
鎌
難
－
て
い
だ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
記
入

　
総
理
府
統
計
局
で
は
、
十
月
一
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
普
段
の

就
業
、
不
就
業
の
状
態
な
ど
に
つ
い

て
そ
の
意
識
や
実
態
を
お
聞
き
す
る

も
の
で
、
こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ

る
統
計
は
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や
生
活

に
か
か
わ
る
政
策
を
作
り
、
実
行
牛

る
の
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
た
め
に
統
計
的
な
方

法
に
よ
り
、
市
内
の
十
一
の
地
区
が

選
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
区
に

お
住
ま
い
の
世
帯
の
中
か
ら
更
に
一

定
の
数
の
お
宅
が
選
ば
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
お
宅
に
は
、
準
備
調
査
の
た

め
九
月
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
対
象
と
な
り
ま
し
た
地
区
お
よ

び
調
査
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

田
中
町
西
（
大
渕
健
二
）

田
川
町
二
の
一
部
（
片
桐
久
作
）

春
日
町
三
の
一
部
（
熊
木
源
一
）

美
雪
町
一
・
二
（
阿
部
重
吉
）

名
ケ
山
（
小
海
英
郎
）

尾
崎
（
高
橋
久
司
）
　
　
　
“

中
条
上
町
の
一
部
（
和
田
徳
男
）

廿
日
城
・
下
条
栄
町
（
生
越
誠
）

山
際
（
山
田
秀
和
）

願
入
（
水
落
満
長
）

新
水
（
岩
田
熊
二
）

※
就
業
構
造
基
本
調
査
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
市
総
務
課
企
画
広

報
係
（
E
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

三
五
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　　　　　．ノノ

！　　　　♪贈
　　　ソ
曇契

《運動の重点》

1．歩行者及び自転車利用者、特

　　に子供と老人の交通事故防止

2．二輪車の安全利用の徹底

3．安全運転の確保。特に交通三

　悪の一掃

～市民の努力できずこう交通安全～

8月中の交通事故発生状況
　　　　　　　　　（）56年
発生件数 死者数 傷者数

十日町市 11（1勾 0 13（18〉

川西町
3（6） 0 3（7）

津南町 4（8） 0 4（8〉

中里村 2（4） 0 2（4）

郡市計 20G1） 0 22（37）

郡市1月～
8月合計 98圏 3（2） 122（105）

体育・スポーツコーナー

■婦人卓球大会■

主催…教育委員会　　主管…卓球協会

9月23日㈱市民体育館〈受付8時45分、開会9時〉
申込み締切日…9月17日困必着（市民体育館に）

■秋季婦人テニス大会■
主催…教育委員会　　主管…庭球協会
9月26日（日）信濃川運動公園テニスコート

〈受付8時30分、開会9時＞※雨天の場合は10月3日
○硬式テニス　○軟式テニス
申込み締切日…9月16日（火）必着

申込先

硬式→〒948上川町　柳信子さんへ（密7－9328番）
軟式→〒948稲荷町2宇都宮正人さんへ（E7－8862番）
■第5回ゲ』トボール大会■
主催…教育委員会
9月29日㈱市営グラウンド（城ケ丘野球場）

〈受付8時30分、開会9時＞※雨天の場合は9月30日に
申込み締切日…9月20日困必着
申込み先…市体育課（密7－3111番内線275）
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回
翻

★
今
年
の
課
題

　
ω
青
春
・
こ
こ
に
打
ち
込
む
1
仕

事
、
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
冒
険
、
ア

ル
、
、
ハ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
…
。

い
ま
あ
な
た
が
打
ち
込
ん
で
い
る
も

の
、
青
春
を
生
き
て
い
る
と
感
じ
る

も
の
は
何
で
す
か
。

　
の
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た
も

の
ー
あ
る
人
物
、
あ
る
事
件
、
あ
る

書
物
と
の
出
合
い
。
挫
折
、
失
敗
、
か
ら

立
ち
直
ら
せ
た
も
の
．
友
情
、
仲
間
、

家
族
の
愛
情
…
…
。
あ
な
た
は
そ
こ

か
ら
何
を
得
ま
し
た
か
。

　
㈹
い
ま
、
日
本
を
考
え
る
1
日
本

を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
何
を
変
え
た

ら
良
い
で
す
か
。
日
本
人
と
し
て
外

国
の
人
々
に
主
張
し
た
い
こ
と
。
世

界
に
対
し
日
本
は
何
を
す
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
。

　
※
こ
の
ほ
か
課
題
の
主
旨
に
沿
っ

N
H
K
「
青
年
の
主
張
」
11Z21

㈲

　
　
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
新
潟
県
大
会
応
募
規
定

た
も
の
で
あ
れ
ば
題
名
は
自
由
。

★
参
加
資
格

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
昭
和
三
十
二

年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
性

別
、
職
業
、
学
歴
、
国
籍
不
問
）

★
書
き
方
と
お
願
い

●
五
分
以
内
で
発
表
が
終
わ
る
よ
う

ま
と
め
る
（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
枚
以
内
）

●
応
募
は
一
人
一
題
、
未
発
表
の
も

の●
原
稿
に
は
応
募
票
を
添
付
す
る
．

★
原
稿
締
切
　
十
月
二
十
二
日
囲
当

日
消
印
有
効

★
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
九
五

〇
新
潟
市
弁
天
一
ー
四
－
十
五
、
N

H
K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の
主
張
」

係
（
E
O
二
五
二
ー
四
七
－
三
二

一
番
）

塑
芸
選
糞

灘
麟
衛

　
　
葵

宏
ユ
　
　
い

　
　
も

鷺
灘
蓑

．蕗油叢亭☆鱗鑓『』

圭日…塑噸難簸1

：鍵毒轡轡1㌻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
子
ど
も
会
の
旗
が
で
き
ま
し
た

●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
で

は
、
子
ど
も
会
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
会
旗
の
作
成
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
町
内
、
部
落
、
校
区
な
ど
の
小
・

中
学
生
で
組
織
し
て
い
る
子
ど
も
会

で
、
①
　
人
数
は
十
五
人
程
度
以
上
、

　・翻饒頭鱒1臓副翫◎翻帽繍舩臨

　●日本画…額ぶち付
　●洋　画…油絵、水彩、パステル、版画、100

　　　　　号まで。額ぶち付。
　●新しい美術…常識以上の大きさを越えな

　　　　　いこと。
　●彫　塑…　　　　　〃
　●工　芸…染、織、焼物、つる、漆、革、木、竹、

　　　　　わら、紙工芸など。
　●書　道…全紙寺つぎ以内、枠張り表装、釈

　　　　　文票添付。
　●写　真…単写真は半切以上全倍まで。組

　　　　　写真は長辺1m50cmまで。パネル
　　　　　張り。
　※搬入…10月1日午前9時～午後8時
一一　■■0　●一●　●0一　臼■一　騨■一　■0■　●9一　腫ロー　■■■　■■■　一■昌　■■■　■■■　0●馴　00騨　■●■　一■一　一盛〇　一〇■

　
　
　
　
　
　
じ

②
活
動
は
年
間
を
と
お
し
て
、
③

育
成
者
（
大
人
）
の
組
織
が
あ
り
、

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
（
市
子
連
）

に
加
盟
し
た
子
ど
も
会
に
、
会
旗
を

さ
し
上
げ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
該
当
す

る
子
ど
も
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
九

月
二
十
日
ま
で
に
市
公
民
館
（
本
館
）

内
、
市
民
会
議
事
務
局
（
傭
七
－
五

〇
一
一
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

、
ー
ー
仁
ー
ー
仁
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一

革
、

」らムー嘱▲』ム』』」」ムー■』』』一△｝畠』一幽一血』一▲。』』

ハ
ー
ス
　
シ
リ
ー
孟
9

カ
ラ
ー
の
お
嬢
ε
ん

“払
　
今
月
は
三
十
五
年
生
ま
れ
の
越
村

革革
純
子
さ
ん
。
交
通
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

“
し
て
い
ま
す
．

鵡
　
越
村
さ
ん
の
誕
生
色
は
「
こ
い
じ

“
　
　
　
　
　
　
“

“
い
ざ
よ
い
（
恋
路
十
六
夜
）
」
。
山

払
葡
萄
の
深
い
紺
色
。
落
ち
つ
い
た
秋

凝
訪
襲
・
雅
び
や
か
に
ゆ
か
し
く

“払
表
現
し
た
色
で
す
。

結
　
「
十
月
に
い
と
こ
の
結
婚
式
の
お

μ“
手
伝
い
を
頼
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
着

島
物
を
買
い
ま
し
た
。
小
紋
で
す
。
私

鵡
の
誕
生
色
の
紺
は
好
き
な
色
で
す
・

払鵡
黒
も
よ
く
着
ま
す
」
　
「
黒
の
好
き
な

“
人
は
、
地
味
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
真

凝
お
し
ゃ
れ
を
知
ぞ
い
る
人
感

鵡鵡
い
こ
ん
だ
ら
と
こ
と
ん
や
ら
な
い
と

払
気
が
す
ま
な
い
頑
固
な
性
格
、
と
力

糞
善
い
に
奮
享
が
」
「
わ
り

革革
と
当
っ
で
い
ま
す
」

鵡
　
「
三
月
か
ら
男
子
バ
レ
ー
の
十
日

“
　
鵡

斎
ク
ラ
ブ
の
マ
↑
ジ
ャ
差
し
て

“
い
ま
す
。
今
年
の
県
青
年
大
会
は
佐

準
渡
だ
っ
た
の
で
是
非
行
き
た
か
っ
た

　　9月生まれ
こいじいざよい（恋路十六夜）

DUL絃PURF生ISH　BLUE：

越村純子さん（新座）
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儒
撲
捨
掻
緯
楠
撲
ー
続
撫
糾
ー
ー
ー
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府

て
し
ま
っ
て
行
け
な
か
っ
た
ん
で
す
よ

　
「
ス
ポ
；
ツ
は
大
好
き
で
す
。
小
W

学
校
で
は
水
泳
、
中
学
校
で
は
体
操
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

の
選
手
を
し
て
い
ま
し
た
」
　
　
　
W

　
「
私
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
八
重
歯
、
響

き
ら
い
な
と
こ
ろ
は
目
」
　
「
大
き
な
冑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

二
重
の
目
が
ど
う
し
て
き
ら
い
な
ん
響

で
す
か
」
　
「
タ
レ
霞
な
ん
で
す
。
童
W

顔
に
み
ら
れ
て
し
ま
っ
て
。
タ
レ
目
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實

に
悪
人
は
い
な
い
と
書
わ
れ
て
喜
ん
智

だ
り
し
て
い
ま
す
。
妹
達
よ
ゆ
も
年
W

下
箆
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
」
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃

　
「
何
人
兄
弟
で
す
か
」
　
　
　
　
讐

　
「
三
姉
妹
の
長
女
。
妹
二
人
は
東
官

京
に
行
っ
て
い
る
の
で
嘉
霧
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

お
嫁
に
行
き
た
い
ん
で
す
。
優
し
い
轡

人
、
背
が
高
い
人
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
、
響

　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
W

顔
は
良
い
ほ
う
が
㌧
㌧
し
、
俳
優
だ
響

と
水
谷
豊
さ
ん
の
よ
う
な
人
が
現
わ
W

れ
な
い
か
し
ら
」
　
p
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

ー
現
わ
れ
ま
す
。
現
わ
れ
塞
ず
。
W

大
き
な
瞳
と
笑
顔
の
八
重
歯
が
可
愛
W

い
い
〃
こ
い
じ
い
ざ
よ
い
潔
の
お
嬢
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

一㎜丁
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休
日
救
急
医
療
の

　
　
　
　
　
　
　
目
的
に
そ
っ
た
利
用
を

　
本
年
度
か
ら
救
急
医
療
体
制
の
一

層
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
九
月

九
日
を
「
救
急
の
日
」
、
九
月
七
目

か
ら
、
十
三
目
ま
で
を
「
救
急
医
療

週
間
」
に
制
定
し
、
救
急
医
療
の
普

及
啓
も
う
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
と
中
魚
三
町
村
で
は
、

郡
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
日
曜
、

祭
日
な
ど
の
休
日
に
十
一
病
院
が
当

番
制
で
休
日
救
急
診
療
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
体
制
を
一
次
救
急
医

療
体
制
と
い
い
比
較
的
軽
傷
者
の
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
十

月
か
ら
は
、
よ
り
重
症
患
者
に
対
応

す
る
た
め
、
第
二
次
救
急
医
療
の
病

院
群
輪
番
制
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
病
院
群
輪
番
制
で
は
、
十
日

町
病
院
、
津
南
病
院
、
上
村
病
院
、

中
条
病
院
の
四
病
院
が
、
日
曜
、
祭

日
ご
と
に
輪
番
で
担
当
し
、
急
い
で

手
術
が
必
要
な
患
者
を
は
じ
め
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
〉

休日救急医療体制図

次
医
療
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
重
症

患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
．
当

番
に
当
っ
た
病
院
で
は
、
必
要
な
医

師
を
配
置
し
、
病
床
を
確
保
し
て
救

急
の
場
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
一
次
医
療
の
休
日
在
宅
当
番
医
制

と
二
次
医
療
の
病
院
群
輪
番
制
の
利

用
に
当
っ
て
は
、
そ
の
目
的
に
そ
っ

た
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

）

病院群輪番制

（
重
症
患
者
）

（欝鵠嚢

董
症
患
者
）

休日在宅当番医制

〔第1次蜘急医療

日曜日

・祝祭翼診療

患　　　　者

芥課る｝》で窃、

セ3尺も》．．．．．

　　　㌔yヤ高マン研

ね
工
轡
．

マ
マ
あ
．

ど
う
し
て

サ
さ
来
停

夏
に
し
が

食
尽
な
い
？

〃

幽
鋤
d

－
　
『
噸

　
　
　
ノ
ノ
蝕
　
、
～

形
z
琢

〆
ゆ
－
、
『

　
多
z

撫鱈
飛形
鍵

ぼ
く
、
冬
に
奪
っ

一
．
て
食
ぺ
で

い
た
い
δ
9
・

ぷ
じ
い
ん
だ
む

語．黛

7

あ
p
2
あ
こ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
ゐ

で
も
名
～
～
　
鞠

　
　
　
　
　
　
、

そ
の
前
に
あ
な
篇

お
尋
寵
）
が
床
㌃

う
ん
味
唇
あ
い
習

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
二
十
一
日
図
　
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で
　
新
水
、
蕨
平

三
ツ
山
、
上
田
原
、
宇
田
ケ
沢
、
中
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／
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／
／
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／
－
〆
－
！
！
／
／
／
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／
－
／
1
／
／
1
！
1
／
／
／
／
！
！
！
－
〆
／
！
／
／
／
ー
ノ
！
！
1
／
1
1
／
／
！
！
／
1
！
〆
／
／
／
1
／
／
／
－
〆
－
／
！
〆
！
／
！
／
－
〆
！
／
！
／
1
／
／
／
！
－
〆
－
／
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胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

条
菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木

又
、
西
枯
木
又
の
全
部
　
▼
十
月
四

日
㈲
　
正
午
か
ら
午
後
四
時
ま
で

山
本
一
丁
目
、
二
丁
目
、
妻
有
町
東

一
丁
目
、
川
治
中
町
、
内
後
の
各
一

部
、
川
治
下
町
第
一
、
第
二
、
第
三

の
全
部
、

消
防
設
備
士
特
例

　
　
　
　
　
　
試
験
実
施

　
新
潟
県
で
は
、
ガ
ス
も
れ
火
災
警

報
設
備
の
工
事
や
整
備
を
行
う
た
め

の
甲
種
第
四
類
消
防
設
備
士
の
特
例

試
験
を
次
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

期
日
・
試
験
地
　
十
月
十
五
日
（
金
）

　
万
代
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
新
潟
市
）

受
験
資
格
　
一
、
ガ
ス
事
業
法
第
三

十
一
条
に
規
定
す
る
ガ
ス
主
任
技
術

者
、
二
、
特
定
消
費
機
器
の
設
置
工

事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
第
四
条
に

規
定
す
る
消
費
機
器
設
置
工
事
監
督

者
。受
験
願
書
の
提
出
先
　
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二
、

新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
消
防
係

受
付
期
間
　
九
月
十
三
日
～
十
八
目

　
詳
細
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

予
防
課
（
盈
七
…
一
五
五
五
番
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

　
　
　
受
付
期
間
延
長

住
宅
金
融
公
庫
の
本
年
度
第
二
回

の
申
込
受
付
期
間
が
、
当
初
、
七
月

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

9
月
28
日
図

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

中
条
公
民
館

太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上
原

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

上
町
、
旭
ケ
丘
、
中
町

9
月
29
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
U
時
30
分

中
条
公
民
館

背
戸
、
下
町
、
中
条
旭
町
、
梅
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
島
、
峠
、
中
条
新
田
、
北
原

9
月
30
H
［
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

城
之
古
1
・
2
・
3
、
塚
原
町
、

山
尚
山
2
・
3

午
後
1
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

高
山
4
、
錦
町
（
全
）
、
美
雪
町
（
全
）

桜
木
町
、
春
日
町
1
・
2

10

月
1
目
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

春
日
町
3
、
高
田
町
4
・
5
・
6

山
本
町
1
・
2

午
後
1
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
ダ
i

山
本
町
3
・
4
・
5
、
千
歳
町
、

寿
町
（
全
）
、
河
内
町

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い
・

　かたはも

よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
歳
以
上
の
方
は
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
春
に
配
布
し
た
年
間
計
画
表
と
目
程
が
ち
が
っ
て
い
ま
す
．

ふるさとの旬の料理⑱

ナスの百漬
　　　　　調理法
材料　　①米は柔かめに炊いて置く・

ナス…100コ　　糀はよくほぐし、その中に

（小さめの物）　　炊いたご飯と塩を入れて、

糀…一一1升　　よくかきまぜてさましてお

米・一・…1升　 く。

塩………3合②ナスをよく洗い、焼明バン

　　　　　　の液にくぐらせながら①の

　　　　　　糀床に漬け込む。

栗ご飯
　　材料
　　米………4合　　酒一……者C

　　もち米一1合　　醤油、一…大4

　　水………5C　　塩………小1

　　栗……4009
　　（むいたもの〉

調理法
①栗は渋をむいて食べやすい大きさに切って

　水につけ、15分位あくぬきしておく。

②全部一緒にして炊きあげる。

※秋の新栗の取れた時、ご馳走として作りま

　す。　　　　　（郷土料理研究会いろり会）

二
十
七
日
か
ら
八
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
申
し
込
み
受

付
期
間
が
九
月
三
十
日
ま
で
延
長
に

な
り
ま
し
た
。
融
資
ご
希
望
の
方
は

住
宅
金
融
公
庫
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。
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φ

…
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
㎜

…
　
職
員
募
集
に
つ
い
て
　
㎜

…
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
脚

脚
タ
ー
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
伽

榊
れ
て
い
ま
す
が
、
来
春
の
開
館
に
と
脚

㎜
も
な
っ
て
職
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
．
㎜

…
詳
細
は
、
九
月
二
十
五
日
付
、
「
お
脚

脚
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
ま
す
。
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亀
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昏
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〇
四
年
に
一
回
の
市
民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
終
り
ま
し
た
．
（
表
紙
写
真
）

　
競
技
に
応
援
に
十
日
町
市
民
の
心

が
一
つ
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
大
会

で
し
た
。
こ
の
大
会
の
為
に
流
さ
れ

た
汗
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
、
そ

し
て
十
日
町
市
の
台
地
に
シ
ッ
カ
リ

と
浸
み
込
ん
で
、
人
の
和
と
な
り
地

の
塩
と
な
っ
て
、
市
発
展
の
大
き
な

力
に
な
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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